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試合結果報告(GAME REPORT) 

大会名称/Title： 第 22 回日・中・韓ジュニア交流競技会 バスケットボール競技 女子 

会   場/Venue： 一関総合体育館 Ｕドーム(岩手県一関市) 

期   日/Date： 平成 26 年 8 月 27 日 (水) 10：00～ 試合区分：  

 

【 試合結果 】 

 

73 

24 － 11 

63 

 

日本 

20 － 12 

中国 20 － 21 

9 － 19 

( 3 勝 0 敗 )  －  ( - 勝 - 敗 ) 

 

1 ピリオド 

日本ボールでスタートし、#4渡辺の 3P とミドルシュート、連続ゴールが決まる。中国は#12Luoのセンタープ

レーで得点を重ね、ゾーンで守るが、リバウンドが思うように取れず苦戦する。日本はスピードを活かした早

い展開を続け日本リードで第 1 ピリオドを終える。 

 

第 2 ピリオド、中国はセンターの W スクリーンからの 1 対１や、高さを使いゴール下でのシュートを決め日本

にプレッシャーをかける。日本はゴール下でのファールが重なり、チームファールとなるが、速攻や 3P での

着実に得点を決め、リードのまま前半を終える。 

 

第 3 ピリオド 

中国の#15Liの高さとパワーのあるプレーで大量得点をする。日本は身長差で苦戦するもののリバウンドに

果敢に絡み、シュートを丁寧に決め落ち着いたプレーを繰り返す。 

 

4 ピリオド 

ゴール下でのセンターの激しいぶつかり合いがあったが、日本は個人ファールが多くなり、中国の高さに対

してなかなか守り切れない。残り 2 分を切り 5 点差まで中国が追い上げるものの、日本は冷静な攻めとシュ

ートで守りきり、日本の勝利となった。 

 

 

 

 

 

 

担当者： 岩手県高体連バスケットボール専門部 所属： 川原 紗智子 

 


